
 

Instructions for use

Title 不動産賃借権の讓渡・転貸の自由性について(二) : その比較法的考察

Author(s) 五十嵐, 清; 山之内, 一夫

Citation 北海道大學 法學會論集, 8(3-4), 59-79

Issue Date 1958-03

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/27766

Type bulletin (article)

Note 論説

File Information 8(3_4)_P59-79.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


急f

不
動
産
賃
借
権
の
一
譲
渡
・
転
貸
の
自
由
性
に
つ

ー

ー

そ

の

比

較

法

的

考

察

l
l

判

目

次

不動産賃借権の譲渡・転貸の自由性について

五四三二一序

ド
イ
ツ
法
の
場
合

フ
ラ
ン
ス
法
の
場
合
円
以
上
前
号
)

イ
ギ
リ
ス
法
の
場
合

比
較
法
の
総
括
ハ
以
上
本
号
)

日
本
法
の
場
合

イ
ギ
リ
ス
法
の
場
合

い
て五山

(二)之十

嵐

夫清

内

考
察
し
た
が

こ
こ
勺
は
さ
ら
に
J
J

し
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
そ
の
考
察
を
し
た
い
と
思
う
。

わ
れ
わ
れ
は
大
陸
法
を
代
表
す
る
ド
イ
ツ
法
と
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
不
動
産
賃
借
権
の
譲
渡
性
の
規
定
に
つ
い
て

わ
れ
わ
れ
が
能
力
と
資
料
の
不
足
を
知
り
な
が

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
不
動
産
貨
貸
借
法
は
大
陸
法
と
体
系
を
異
に
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

前
号
に
お
い
て
、

ら
、
あ
え
て
そ
れ
を
や
ろ
う
と
す
る
の
は
、
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ζ- 】
〆す

説

わ
れ
わ
れ
の
テ

l
マ
で
あ
る
譲
渡
性
に
関
L
て
は
、
実
質
的
に
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
い

て
は
、
賃
借
権
の
譲
渡
の
自
由
は
原
則
と
し
て
は
確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
約
款
に
よ
っ
て
、
賃
借
権
の
譲
渡
・
転
貸
を
な
す
に

論

か
か
る
約
款
の
下
で
の
貸
貸
人
の
同
意
は
、
相
当
な
理
由
が

は
賃
貸
人
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
一
場
合
が
普
通
で
あ
り
、

し
か
も
、

な
け
れ
ば
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
制
定
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
こ
の
間

題
の
考
察
に
よ
っ
て
、

前
号
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
結
果
が
な
お
確
実
な
も
の
と
な
り
う
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

川
乙
乙
で
は
も
っ
ぱ
ら
左
記
の
諸
著
を
参
照
し
た
。
判
例
は
直
接
参
照
し
え
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
諸
著
に
よ
っ
た
外

4
V
由
回
m
m
gロ
品
目
更
凶
回
B
-

立
窓
口
応
8
仲・

2
匂・
4
0
-
・
出
回
を
参
照
し
た
。

。um田町岡山司
PJEAW
冨。円宮司ロ

F
目4
調
。
同
切
。
匝
】
句
吋
O
句。

zu、.白け}戸市
AFHEm--

出
口
】
伊
ロ
品
別
自
白
g
史

MUHL担
当
。
同

F
田
口
色
。
弓
品
開
口
ι
↓。ロ
mw

ロけ

-HH己岡市〔凶・

HU回
H・

4
『

g
a世
戸

E
唱
え

E
E
Z
E
S品
目
ロ
自
?
回
四
喜
界
著
∞
ZEo---HUE-

岡
弘
田
ぴ
ロ
ミ
切
回

m4gEAU巾
由
。
同
回
ロ
mU酔ロ品
-
M
E
a
-

ト)

イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
不
動
産
賃
借
権
は
広
く
リ

I
ス

(
1
J
)
 

と
よ
ば
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
本
来
、
物
的
財
産

(B包
有

?

(}巾問団巾)

同
)
ゆ
え
可
)
と
対
比
す
る
意
味
で
人
的
財
産
(
宮
門
印
O
ロ
包
℃

g官
立
ち
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
不
動
産
物
権
と
し
て
の
性
格
が
強

ま
る
に
つ
れ
、
不
動
産
的
動
産
(
岳
民
同
包
括
包
)
と
し
て
、
他
の
純
粋
動
産
(
円
}
5
2巳
宮
一
円
印
。
ロ
包
)
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

に
そ
の
救
済
手
段
で
あ
る
・
不
動
産
回
復
訴
訟
(
巾
す

2
B
2
3
を
本
来
の
物
的
財
産
も
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
両
者
の
差
異
が
消
滅
し
て
行

く
過
程
に
つ
い
て
は
、
近
時
あ
い
つ
い
で
発
表
さ
れ
た
水
本
氏
の
諸
論
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

今
日
に
お
け
る
不
動
産
賃
借
権
は
一
九
二
五
年
の

戸
川
言
。
同
】
U

円
。
宮
込
山
『
〉
巳
に
よ
り
、
丹

R
B
。
同
宮
山
円
印
与
印
。

-
z
g
(定
期
不
動
産

賃
借
権
)
と
し
て
、
不
動
産
(
物
)
権
の
一
種
と
し
て
規
定
さ
れ
、

一
定
の
期
間
、
不
動
産
を
排
他
的
に
占
有
す
る
権
利
で
あ
る
点
に
特

l 

- 60ー
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哩、

色

-w-有
す
る
が
、
具
体
的
な
賃
貸
人
・
賃
借
入
聞
の
権
利
義
務
に
関
し
て
は
、
賃
貸
借
契
約
成
半
の
と
き
に
合
意
さ
れ
る
(
捺
印
証
書
に

よ
る
)
約
款

(
8
2ロ
g件
)
に
よ
り
詳
細
に
定
め
ら
れ
、

さ
ら
に
そ
れ
を
補
充
制
限
す
る
も
の
と
し
て
制
定
法
の
規
定
が
存
す
る
。
賃
借

権
の
譲
渡
性
の
場
合
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

付

川
】
申
胆
白
骨
ま
た
は
宕

gM患
の
対
象
は
不
動
産

S
E
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
本
来
の
土
地
の
外
に
.
建
物
や
鉱
山
の
よ
う
な
有
体
物
、
さ
ら
に
は
、
特

権
]
可

E
ロ
ロ
広
田
品
田
・
地
役
権

S阻
m
S
S
E
-
収
益
権
問
)
g
E
Z
の
よ
う
な
権
利
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
動
産
の
場
合
は
別
の
取
扱
が
な
さ
れ
る
。

到
『
。
安
は
と
F
M
Y
N
・

以
下
に
お
い
て
は
、
独
仏
法
と
同
様
、
借
家
を
中
心
と
し
て
論
述
を
進
め
て
行
く
。
農
地
賃
貸
借
担
問
江
口
己

E
g
-
-
s
s
は
制
定
法
に
よ
り
特
別
の

取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
テ
1
7
に
と
り
関
係
の
あ
る
も
の
は
少
な
い
の
で
、
簡
単
に
ふ
れ
る
に
止
め
る
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
わ
が
借

地
権
と
類
似
点
を
有
す
る
建
築
賃
借
権

σ巳
s
g
m
g世
田
巾
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
の
不
動
産
賃
借
権
の
中
に
は
、
本
来
の
定
期
賃
借
権
け

S
E
4
向
。
『
吋

g
g
の
外
に
、
容
認
賃
借
権

gロ
B
O同
州
呂
田
口
同
A
W

吋
E
S

ハ
賃
貸
借
の
期
間
終
了
後
も
占
有
を
継
続
し
て
い
る
賃
借
入
の
も
つ
権
利
)
・
任
意
賃
借
権
窓
口
笹
口
毛
主

da--(賃
貸
借
の
終
了
が
当
事
者
の
意
思
に
か

か
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
場
合
)
・
年
期
賃
借
権

gロ
自
宅
同

g
g
同
g同
g
u
B世
吋
(
同
じ
く
期
間
の
定
め
の
な
い
賃
貸
借
で
あ
る
が
、
解
約
す
る
た
め
に

は
六
カ
月
前
の
予
告
が
必
要
な
も
の
。
農
地
賃
貸
借
は
と
の
形
が
普
通
で
あ
る
)
の
三
種
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
容
認
賃
借
権
と
任
意
賃
借
権

は
譲
渡
性
を
有
し
な
い
の
で
、
乙
の
分
類
は
本
稿
の
テ
1
7
に
と
り
重
要
で
あ
る
。

倒
水
本
治
「
イ
ギ
り
ス
に
お
け
る
土
地
賃
借
権
の
発
展
」
熊
本
商
大
論
集
一
号
ご
号
、
「
英
国
絶
対
王
制
期
に
お
け
る
賃
借
小
作
権
の
構
造
」
同
論
集
四

号
、
「
英
国
近
代
農
業
成
立
期
に
お
け
る
不
動
産
賃
貸
借
法
の
構
造
」
法
社
会
学
一

O
号。

不動産賃借権の譲渡・転貸の自由性について

恒)

ゴ
モ

γ
・
ロ
ー
に
よ
れ
ば
、
不
動
産
賃
借
入
の
う
ち
、
定
期
貸
借
入
と
年
期
賃
借
入
(
月
期
ま
た
は
週
期
賃
借
入
も
ふ
く
む
)
は

そ
の
賃
借
権
を
自
由
に
譲
渡
・
転
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
実
に
お
い
て
は
、
約
款
に
よ
っ
て
譲
渡
・
転
貸
が

原
則
と
し
て
、

制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
通
常
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
制
限
の
仕
方
は
、

ブ
ラ
シ
ス
の
場
合
と
同
様
、
貸
借
入
に
対
し
無
条
件
に
譲
渡
・

転
貸
を
禁
止
す
る
約
款
官
官
。
】

E
0
8
4
8
m
E
)
に
よ
る
場
合
と
、
賃
貸
人
の
同
意
の
な
い
譲
渡
・
転
貸
を
禁
止
す
る
約
款

(
o
g色

EEj

r 
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8
4
0
ロ
何
百
件
)
に
よ
る
場
合
と
に
分
れ
る
が
、
後
者
の
方
が
は
る
か
に
普
通
で
あ
る
の
で
、

以
下
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の
場
合
を
念
頭
に
一
お
い
て

論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

論

こ
の
譲
渡
・
転
貸
禁
北
約
款
は
、
一
議
、
渡
と
転
貸
を
両
方
と
も
禁
止
す
る
約
款
の
外
に
、

ま
た
譲
渡
と
転
貸
は
区
別
さ
る
べ
き
点
が
多
い
の
で
、
ま
ず
何
が
約
款
違
反
に
な
る
か
を
個
々
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て

一
方
の
み
を
禁
止
す
る
も
の
も
あ
り
、

川

回

目

s
gロ
4
-
m
a
E
P
E
(窃
留

)-Q0・
関
口

N
-
H
m
u
u
g
p
E
g
u
z
g
U
4・
P52(H4ug-
∞
P
S
Fヲ
ョ
・

倒
乙
乙
で
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
賃
借
権
の
譲
渡
と
転
貸
の
意
味
を
説
明
し
よ
う
。
賃
借
権
の
譲
渡

g
回目的ロ

g
g件
。
ご

g
g
s
z
g
と
は
、
賃
借

人
の
権
利
全
体
の
譲
渡
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
当
初
の
賃
貸
借
の
約
款
に
よ
り
賃
借
入
に
与
え
ら
れ
た
権
利
義
務
は
譲
受
人
に
移
転
す
る
。

ζ

れ
に
対
し

転
貸

E
E
Z
@包骨
S
E
E
S
m
o
と
は
、
一
賃
借
入
が
復
帰
権

g
s
z
zロ
を
留
保
し
て
自
己
の
権
利
の
一
部
を
転
借
入
に
貸
与
す
る
と
と
で
あ
る
。
た

だ
し
両
者
の
限
界
は
具
体
的
に
は
判
定
困
難
な
場
合
も
あ
り
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
賃
借
権
の
全
期
聞
に
対
す
る
転
貸
は
譲
渡
に
等
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

別
S
E
B匝
E
4・
羽
詰
g
m
(
H後
世
田
)
「
・
別
・
品
。
・
】

V-m4・

つ
ぎ
に
譲
渡
の
場
合
の
三
当
事
者
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
約
款
上
の
権
利
義
務
は
賃
借
土
地
に
関
す
る
も
の

5
2
B
E
g
s
-仲
S
ロ
岳
民
丘

g
g品
目
多
品

E
2
8
5
e
kか
ぎ
り
譲
受
人
に
移
転
す
る
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
り
賃
借
入
の
義
務
も
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
イ

ギ
リ
ス
法
で
は
、
約
款
上
の
権
利
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
当
事
者
に
同
】
吋

H
i
q
o同
g
g
g
(不
動
産
保
有
関
係
)
か
回
忌
三
々
。
同

S
E
E
a
(契

約
関
係
)
か
い
ず
れ
か
の
容
在
が
必
要
で
あ
る
。
匂
広
三

q
a
g
E
g
a
は
賃
貸
人
と
賃
借
入
の
閥
に
の
み
存
す
る
関
係
で
あ
り
、
契
約
に
よ
っ
て
作

り
だ
さ
れ
、
譲
渡
に
関
係
な
く
寄
続
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
宮
12巴町
q
a
g
g
g
は
賃
貸
人
と
譲
受
人
の
ご
と
く
同
一
の
不
動
産
権
を
保
有
す
る
も
の

の
問
に
生
ず
る
関
係
で
あ
る
。

ζ

の
結
果
、
も
と
の
賃
借
入
は
官
山

t
q
o時
S
E
E
S
に
よ
り
、
譲
渡
後
も
つ
ね
に
賃
貸
人
K
対
し
資
が
あ
る
。
ま
た

譲
受
人
は
宮
山
託
尋

a
a
g
g
に
よ
り
、
自
己
が
土
地
を
保
有
し
て
い
た
期
間
中
に
生
じ
た
も
の
K
つ
い
て
責
が
あ
る
。
か
く
し
て
譲
渡
後
、
約
款
逮

反
の
あ
る
と
き
は
、
賃
貸
人
は
も
と
の
賃
借
入
か
譲
受
人
か
い
ず
れ
か
を
訴
求
す
る
選
択
権
を
有
す
る
が
、
乙
の
場
合
、
譲
受
人
が
主
た
る
債
務
者
、
賃

借
入
が
保
証
人
と
解
さ
れ
て
い
る
。
賃
借
入
は
乙
れ
よ
り
生
ず
る
不
利
益
に
そ
な
え
て
、
か
か
る
場
合
は
譲
受
人
が
賃
借
入
に
さ
ら
に
賠
償
す
る
旨
の
約

款
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
乙
と
が
例
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
そ
れ
は
制
定
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
。

Hbd唱
え
司
自
可
申
込
同

p
s
w
H
S閉
・
伊
司
(
白
)
・

富
田
町

g
q由
m
S
E
E
-
g
s

匂
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転
貸
の
場
合
は
、
賃
貸
人
と
転
借
入
の
間
に
は
い
ず
れ
の
宮
比
三
号
も
容
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
両
者
簡
に
は
約
款
上
の
権
利
義
務
は
生
じ
な
い
@
し

か
し
衡
平
法
上
は

E
-
w
F出
。
乱

5
9
E
8・
N
3・
44晶
の
法
理
に
よ
り
、
純
粋
に
消
極
的
な
約
款
に
対
し
て
は
転
借
入
も
責
が
あ
る
。
(
以
上
、
主

と
し
て

P
骨
佳
足
-
喝
-
E恥
骨
骨
目
白
ρ
・
に
よ
る
J

m 

譲
渡
禁
止
約
款

(
8
4
0
5
E
ロ
♀

Z
ω
包
関
口
)
の
場
合

相

賃
借
権
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
約
款
の
存
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
か
か
る
約
款
は
賃
借
権
の
全
残
存
期
聞
に
対
す
る
ゴ
モ
シ
・
ロ

1
上
の
譲
渡
に
よ
っ
て
の
み
破
ら
れ
る
と
解
し
て
、
譲
渡
の
自
由
を
広
く
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
衡
平
法
上
の
譲
渡
の
場

合
問
、
賃
借
不
動
産
の
一
部
ま
た
は
賃
借
期
聞
の
一
部
の
転
貸
に
よ
っ
て
は
破
ら
れ
な
い
日
、
さ
ら
に
、

み
適
用
さ
れ
、
強
制
執
行
や
破
産
の
よ
う
な
強
制
的
譲
渡
に
は
及
ば
な
い
と
解
し
て
い
る
。

こ
の
約
款
は
任
意
的
譲
渡
に
の

こ
れ
に
対
し
、
賃
貸
人
の
側
で
さ
ら
に
制
限
を
厳
重
に
す
る
た
め
に
、
賃
借
物
の
占
有
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
約
款
ぢ

2
8
8同
ロ

a
Z

3
3
4
1
F
F
O
吉
田
自
由
曲
目

g
a
p
o
胃
oSF話
回
)
を
附
加
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
貸
借
入
が
法
律
上
の
占
有
を
失
う
こ

と
に
よ
っ
て
破
ら
れ
る
。

な
お
譲
渡
禁
止
約
款
は
土
地
と
共
に
移
転
す
る
約
款

(840ロ曲目件

E
a
E刷
者
五
回
吾
∞

-sa)
で
あ
り
、
譲
受
人
を
も
拘
束
す
る
。

ω
衡
平
法
上
の
担
保
の
た
め
に
り
l
ス
を
預
け
た
場
合
に
つ
き
、
巴

g
p
虫
2
4・
図
。

m肉
声
毘
S
W
A
P
U
0
4
司
除
H
H
M

『・随∞・

間
単
な
る

S
4
g
g仲

PO酔
件
。

g
a関
口
ま
た
は

g
g
g
E
gけ
S
E冊
目
何
回
斗

B
E
P
F
国

$
0
4
R
S
O
p
s
-怒
色
。
。
司
同

M
5
2唱
仲

町

抽

F
S
O
S
同
VS弘
田
市
磁
の
場
合
は
、
転
貸
は
許
さ
れ
る

Q
P
S
S
P
E
8
8
4司自
4・
MwaS(H35・
師
宅
管
・

ω脚
色
「
同
様
に

g
S
E
E
S仲

g

g包
関
白
書
官

-54『
E
E
E由
慮
。
。

:Z官
B
E
g
z
S
O
S
皆
目
白
白
色
、

s

g『
宮
aSMogえ
は
賃
借
物
の
一
部
の
転
貸
に
よ
っ
て
は
破

ら
れ
な
い
。
同

g
g
E
4・切
g
n
v
g一
ロ
毘
色
]
回
開
・
切
・
朗
N
炉
。
・

hr

同
強
制
執
行
に
つ
き
、
巳
福
島
・
臣
答
同
国
思
ロ

4・
9

5吋
(H48)・∞
d
F
8
5
0旬
・
笥
・
破
産
ピ
っ
き
、
巴

g
p
の
8
舎
喜
男
0
4・
F
4
8
一密閉)・

情
出
-
h
v
m
!
g
p
し
か
し
酬
明
示
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
か
か
る
場
合
に
も
約
款
の
効
力
が
及
ぷ
。

~ 68-

... 

J 

，-， 



oe 

v
 

ご
阜
、
h' 

に
説
，

F

附
た
と
え
ば
、
賃
借
入
が
賃
借
織
の
衡
平
法
上
の
譲
渡
を
し
、
譲
受
人
に
占
有
さ
せ
た
場
合
。
乙
れ
に
対
し
、
賃
借
物
の
単
な
る
使
用
許
可
ロ

S
E
a
に

共
よ
っ
て
は
、
か
か
る
約
款
は
彼
ら
れ
な
い
。
巴
弘
司

4
・
問
。
看
脚
昆

g(H80)・
ぉ
「
吋
-
E∞
・
た
と
え
ば
、
賃
借
入
が
第
三
者
に
対
し
賃
借
家
屋
の
壁
に

七
年
間
広
告
を
は
る
乙
と
を
許
し
た
場
合
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
賃
借
人
は
法
律
上
の
占
有
を
失
う
乙
と
が
な
い
か
ら
、
約
款
違
反
で
な
い
と
さ
れ
た
。

mg巳
ロ
肉

4
・hrσ
ロ巴
E
B
P
[凶
器
口
回
。
F
A
F
4
0
・

(2) 

転
貸
禁
止
約
款

(
g
S
E
E
Sご
。
ロ
ロ
向
山
号
室
)
の
場
合

こ
の
約
款
は
、
賃
借
入
が
貸
借
不
動
産
の
排
他
的
占
有
を
転
借
入
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
破
ら
れ
る
。
し
か
し
約
款
が
単
純
に
転

一
部
の
転
貸
は
自
由
に
認
め
ら
れ
る
。
下
宿
人
を
お
¥
〈
こ
と
も
、
原
則
と
し
て
転
貸
禁
止
約
款
の
違
反

で貸
はを
な禁
いす止
》し

て
し、

る
場
パ』
口

に
は

こ
の
約
款
に
お
い
て
は
、
転
貸
を
あ
ら
わ
す
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
約
款
上
、
賃
借
権
の
一
部
に
つ
い
て

の
処
分
を
禁
じ
て
い
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
が
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
貸
借
権
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
意
味
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
だ
け

の
と
き
は
、
転
貸
を
含
ま
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
前
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。
他
方
、
転
貸
の
禁
止
を
意
味
す
る
言
葉
は
適
用
範
囲
が

広
く
、
譲
渡
の
禁
止
を
も
含
む
場
合
が
あ
る
。

ω
，
一
部
の
一
転
貨
を
も
禁
じ
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
乙
の
点
で
や
や
複
雑
な
ケ
l
ス
と
し
て
、
単
に
転
貸
を
禁
じ
て
い

-
る
約
款
の
存
す
る
場
合

κ、
賃
借
入
が
賃
貸
人
の
同
意
を
え
て
一
部
を
転
貸
し
た
後
、
残
部
を
同
意
な
し
に
転
貸
を
し
た
場
合
に
、
約
款
違
反
と
さ
れ
た
0

9
巳
Z
1
8
4・
吋
賃
借
戸
ロ

gap--
。
・
勾
∞
・
他
方
、
賃
借
物
全
体
に
つ
い
て
の
三
年
を
越
え
る
転
貸
禁
止
の
場
合
に
、
ま
ず
一
部
に
つ
き
三
年
未
満

の
転
貨
を
し
、
残
部
に
つ
き
三
年
を
越
え
る
転
貸
を
し
て
も
、
違
反
に
な
ら
な
い
と
き
れ
た
。
"
。
σ
S
Z
4・回ロ
E
Eタ
F
E
-
-
[信
一
位
]
回
開
切
・
お
明
・

。・
h
p
・

倒

U
S
P
E
3
4・
F
E岡
山
口
肉
声
∞
H
A
e
-
h
c目
g
同

ya・
下
宿
人
は
単
な
る
使
用
許
可
者
で
あ
り
、
排
他
的
占
有
権
を
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
家
具
附
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
転
借
入
が
排
他
的
占
有
権
を
も
つ
よ
う
に
貸
す
と
と
は
、
全
部
ま
た
は
一
部
の
転
貸
禁
止
約
款
に
違
反
す
る
。
同
H
S
P

¥
 
P
 
I
、
十
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ずU
Z間目。司、司・∞阜市田
(
H
∞同帥)同区・
h
w
m
-
M
U
4
・

同
た
と
え
ば
、

S
4
8
5
;
s
S
F
F
8
p
o
Z
8
2
:官
官
良
民

m
g
r
z
z
s。
目
。
耳
目
ミ
宮
与
え
け
Z
Z
B
の
ご
と
く
、
全
残
害

期
間
に
対
す
る
移
転
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
意
図
き
れ
た
場
合
で
あ
る
。
の

g
g
g
a
4・
注
目
回
(
H
∞o
g・H
N

ぐ

g・
8m-
し
か
し
単
に
白
血
け
耳

目
$
と
い
う
言
葉
だ
け
で
、
骨
骨
吋
B
全
体
に
つ
い
て
言
及
す
る
ζ

と
が
な
い
場
合
に
は
、
転
貸
を
禁
ず
る
だ
け
で
、
賃
借
権
の
譲
渡
は
自
由
で
あ
る
。
同
w由

UoZ申
告
品
。

-E一吋
Z
F
E
g
o
y
[
H
S
]
H
H・
切
・
ロ
∞
・

(3) 

譲
渡
・
転
貸
禁
止
約
款
の
違
反
の
効
果

か
か
る
約
款
に
貸
借
人
が
違
反
し
て
|
|
通
常
は
賃
貸
人
の
同
意
を
え
な
い
で

l
i賃
借
権
を
譲
渡
ま
た
は
転
貸
し
た
場
合
に
は
、
賃

村

こ
の
点
は
、
大
陸
法
と
実
質
的
に
あ
ま
り
変
り
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
約
款
に
再
立

入
の
但
書
(
匂

34Fg
同
日
目
ゐ
己
弓
)
が
附
い
て
い
る
と
き
は
|
|
こ
れ
が
通
常
の
例
で
あ
る
が
|
|
、
賃
貸
人
は
違
反
を
理
由
と
し
て
、

あ
る
い
は
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
さ
ら
に
差
止

貸
人
に
如
何
な
る
救
済
手
段
が
与
え
ら
れ
る
か
?

不動産賃借権の譲渡・転貸の自由性t己ついて

賃
借
権
の
消
滅
(
同
O
一
吋
向
。
伊
丹
ロ
円
。
)
を
要
求
す
る
か
、

命
令
を
う
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
従
来
衡
平
法
上
の
救
済
も
及
ば

な
か
っ
た
の
で
、
近
時
の
制
定
法
に
よ
っ
て
問
題
が
解
決
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

H
A
2
0
州
司
円
。
宮
え
可
〉
n
p
S
N
F
∞
-
E∞
に
よ
れ
ば
、

か
か
る
賃
貸
人
の
請
求
に
対
し
、
今
度
は
賃
借
人
を
保
護
す
る
必
要
が
生
ず
る
が
、

ま
ず
賃
貸
人
が
貸
借
権
の
消
滅
を
請
求
す
る
た
め
に
は
、
予
め
賃
借
入
に
対
し
催
告
(
ロ
。
巴

2)
が
必
要
で
あ
る
。
催
告
の
内
容
は
、

制
違
反
が
回
復
可
能
の
場
合
は
回
復
の
請
求
、

賃
借
入
が
催
告
を
受
領
し
た
後
、
相
当
な
期
間
内
(
通
常
は
三
カ
月
、
事
情
が
あ
れ
ば
短
縮
で
き
る
。
)

。~)

い
ず
れ
の
場
合
で
も
金
銭
賠
償
の
請
求

如
何
な
る
約
款
の
違
反
か
を
特
定
さ
せ

を
含
む
。

に
、
回
復
ま
た
は
賠

償
を
し
な
い
と
き
に
、
“
は
じ
め
て
賃
貸
人
は
賃
借
権
の
消
滅
を
請
求
で
き
る
。
つ
ぎ
に
、
賃
貸
人
が
以
上
の
権
利
を
行
使
す
る
場
合
に
、

賃
借
入
は
裁
判
所
に
対
し
、
さ
ら
に
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
卦
該
ケ

1
ス
の
事
情
や
当
事
者
の
行
為
を
調
査
し
た
後

ヂ

(a) 

- 65ー



/ 

説

救
済
を
拒
絶
す
る
か
、

φ

め
る
い
は
適
当
と
思
わ
れ
る
費
用
や
賠
償
を
条
件
と
し
て
、
救
済
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

¥ 

論

ω
一
般
に
は
次
の
よ
う
な
条
項
が
普
通
で
あ
る
。
ロ
吾
由
日
号
即
日
目
吉
田
口
同

Z
S各
2

5ロ
-
o
E
R
Sロ
g
a
g
u二
同
世

g
-
8
8岳
8
4白
E
E
m

E
2
2
z
r
z
gロ
g
z
a
-
s
s
g品
目
ロ
自
『

O崎
廿

g
g
E
ロ
2
8
宗
国

E
H
-
z
g
d『
同
信
戸
時
。
司
答
申

Z
2
2・
s
g
u二
日

B
O
S
2
8
3
2・

山口付

O
曲
目
島
右

O口
答
申
白
色
白
含
恩
恵
品
胃
由

E
8
9
2
8『
MMFZHV詩
句
。
戸

8
2
A
E
S
F
E
S由回目
5
0
g
g
g
怠
富
山

p
g宮
田
園
骨
盤
富
島

自
]
名
古

VZ
同。一月

B
a
a
s
F
o
z
a
s
。
USES-MM・
H∞∞
t

伺

ζ

の
損
害
賠
償
額
は
、
譲
渡
転
貸
よ
り
自
然
に
生
ず
る
損
失
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
賃
借
権
の
譲
受
人
A
が
さ
ら
に

B

に
無
断
譲
渡
を
し
た
場
合
に
(
こ
の
場
合
は

A
の
賃
貸
人
に
対
す
る
責
任
が
消
滅
す
る
の
で
)
、
経
済
力
の
劣
る

B
K
対
し
、
賃
貸
人
を
し
て

A
，
の
責
任

が
寄
在
し
て
い
た
と
同
様
な
状
態
に
お
く
こ
と
の
で
き
る
金
額
が
、
賠
償
額
と
な
る
。
当
ロ
回
目
白
田

4・
回
胆
吋
問
。
(
扇
町
∞
)
・
「
別
・

ω
ρ
-
F
4
8
(本
件
で

は
特
別
の
損
害
は
な
い
と
さ
れ
た
。
)
ま
た
転
借
入
が
賃
借
建
物
を
テ
レ
ビ
ン
油
蒸
溜
所
と
し
て
使
用
す
る
乙
と
を
知
っ
て
賃
借
入
が
転
貸
し
た
後
、
そ

れ
に
よ
り
火
災
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
か
く
し
て
生
じ
た
損
失
が
賠
償
額
と
な
る
Q

F申
立
胆

4・
弱
。
向
。
自

[
H
g
a
H
ρ
・
回
・
白
戸

同
区
ロ
回

S
E
2
4・
2

8ロ
[
E
S
P
-
p
g
p
M
V・。・

同
包
同
即
日
田
冨
司
w

田

m
g一吉伸
8
4
8・
乙
の
規
定
の
沿
革
を
簡
単
に
述
ペ
ょ
う
。
賃
料
支
払
約
款

g
4
8
8骨
骨

O同
x
q
g
E
以
外
の
約
款
に
違
反
し
た

場
合
に
は
、
賃
料
支
払
約
款
違
反
の
と
き
に
賃
借
入
に
与
え
ら
れ
る
衝
平
法
上
の
救
済
(
賃
借
入
が
賃
料
に
全
遅
延
利
息
・
費
用
等
を
そ
え
て
提
供
し
た

な
ら
ば
、
賃
貸
人
は
賃
借
権
の
消
滅
を
実
行
で
き
な
く
な
る
。
)
も
原
則
と
し
て
及
ば
ず
(
∞

2
3
4『
4
・

ugnp
ロ
窓
口

H
C・∞

-
b
s、
た
だ
違
反
が

詐
欺
・
事
故
・
錯
誤
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
に
救
済
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
賃
貸
人
に
何
等
の
損
害
も
生
じ
な
い
場
合
、
ぢ
ら
に
は
違
反

が
賃
貸
人
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
場
合
(
た
と
え
ば
約
款
に
よ
り
賃
借
入
が
火
災
保
険
を
附
す
る
義
務
が
あ
る
場
合
に
は
、
短
期
間
で
も
保
険
が
な
さ
れ

な
い
と
き
は
、
た
と
え
そ
の
問
に
火
災
が
な
く
て
も
、
約
款
違
反
と
な
る
。
)
に
は
明
ら
か
に
不
当
で
あ
っ
た
。
と
の
た
め
、
立
法
に
よ
り
、
ま
ず
火
災
保

険
約
款
の
場
合
に
、
賃
借
入
に
救
済
が
与
え
ら
れ
(
「
担
当

a
H
Z
M
V恒
三
句
旨

g
E
8
0
E
吉
伸

-M∞
S
・
g-
品l
由
)
、
さ
ら
に
の
。

P
4
4
8告
側
〉

2
・

MmM-
伊
広
・
に
よ
り
、
他
の
約
歎
に
違
反
し
た
場
合

κも
一
般
に
救
済
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

F
担
当
え
句
司

O
M
M
2
q
k
p
a
L恒
国
切
に

よ
り
改
正
さ
れ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
と
く
に
譲
渡
・
転
貸
禁
止
約
款
の
違
反
に
対
し
て
は
、
一
九
二
五
年
法
で
は
じ
め
て
(
遡
及
効
を
も
た
ず
、

伊
区
罰
(
忽
(
吉
本
文
記
載
の
ご
と
き
救
済
が
認
め
ら
れ
た
。

制
裁
判
所
が
救
済
を
与
え
J
ま
た
は
そ
れ
を
痘
絶
す
る
に
は
、

一
切
の
事
情
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
以
外
に
何
等
の
拘
束
も
な
い
。
こ
れ
に
関
し

t
A
f
u
r
-
i
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不動産賃借権の譲渡・転貸の自由佐について

以
内
¥'c. 

書
面
?で
賃
貸
入
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

<< 

A 

原
則
を
確
立
し
よ
う
と
い
う
裁
み
も
な
さ
れ
た
が
、
最
高
裁
判
所
は
厳
格
な
基
準
を
作
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
悶

3
8
4・
ぎ

F
[
S
S
P
。・

由
回
目
・

巨)

き
て
以
上
の
よ
う
な
無
断
、
譲
渡
・
転
貸
禁
止
約
款
の
存
す
る
場
合
に
、

同
意
を
求
め
ら
れ
た
賃
貸
人
は
、

ζ

れ
を
拒
絶
す
る
絶
対

的
な
自
由
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
従
来
よ
り
、
賃
貸
人
の
同
意
は
相
当
な
狸
由
の
な
い
か
ぎ
り

但
書
が
約
款
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
れ
は
今
日
で
は
、

F
S一色
F
a
g
-仏
吋

g
釦巳

K
r
a
-
E
N
H
田
町
巴
・

[
民
間
色
岳
民
M
X
∞
ω
S
E
R
P
C
E
]
に
よ
っ
て
、
反
対
の
特
約
を
許
さ
な
い
制
定
法
上
の
制
度
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

(l) 

(ロロ
5
8
0ロ
ω宮
司
)
拒
ま
れ
え
な
い
と
い
う

制

ー「

(l) 

ζ

の
法
律
の
施
行
の
前
後
を
問
わ
ず
為
さ
れ
た
、
賃
貸
人
の
許
可
ま
た
は
同
意
な
し
の
、
賃
借
不
動
産
ま
た
は
そ
の
一
部
の
議

渡
・
転
貸
・
負
担
・
占
有
譲
渡
を
禁
ず
る
約
款
・
条
件
・
合
意
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
賃
貸
借
に
お
い
て
、
か
か
る
約
款
・
条
件
・
合
意
は
、

反
対
の
明
示
の
条
項
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

以
下
の
但
書
に
従
う
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。

aLl 

か
か
る
許
可
ま
た
は
同
意
は
相
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
拒
ま
れ
え
な
い
と
い
う
旨
の
但
書
。

か
か
る
許
可

た
だ
し
こ
の
但
書
は
、

ま
た
は
同
意
に
関
連
し
て
生
じ
た
法
律
上
ま
た
は
そ
の
他
の
費
用
に
関
す
る
相
当
な
金
額
の
支
払
を
要
求
す
る
賃
貸
人
の
権
利
を
拒
む

も
の
で
は
な
い
。
」

さ
ら
に
同
条
〈
一
項

ω)
に
よ
れ
ば
、
建
物
の
建
築
・
改
造
等
を
約
国
と
す
る
四
十
年
を
越
え
る
賃
貸
借
に
お
い
て
は
、
無
断
譲
渡
・
転

貸
禁
止
約
款
の
存
す
る
場
合
も
、
賃
借
入
は
同
意
な
し
に
譲
渡
・
転
貸
・
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
譲
渡
性
が
一
一
層
強
く
保
障
さ
れ

そ
の
譲
渡
・
転
貸
は
期
間
満
了
の
七
年
以
前
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
行
為
の
な
さ
れ
た
あ
と
六
カ
月

て
い
る
。
但
し
、

2
 

4
Z
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説

他
方
、
こ
の
規
定
は
農
地
賃
借
権
(
】

g忠
良

ω明日
n
巳
E
E
-
F。
E
Z
m∞
)
に
対
し
て
適
用
さ
れ
ず
(
同
条
四
項
)
、
し
た
が
っ
て
こ
こ
で

論

(2) 
は
賃
貸
人
に
よ
る
同
意
の
絶
対
的
拒
絶
が
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
但
書
規
定
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
賃
貸
人
は
相
当
な
理
由
の
な
い
場
合
は
拒
絶
し
な
い
と
い
う
、
約
款
上
の
義

務
を
負
担
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
理
由
な
く
同
意
が
拒
ま
れ
た
な
ら
ば
.
賃
借
入
は
自
由
に
譲
渡
・
転
貸
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な

U
V
他
方
、
賃
貸
人
が
同
意
を
拒
み
え
な
い
よ
う
な
場
合
で
も
、
と
も
か
く
も
賃
借
入
は
譲
渡
・
転
貸
の
前
に
賃
貸
人
の
同
意

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
怠
れ
ば
、
損
害
賠
償
ま
た
は
賃
借
権
の
消
滅
を
免
れ
な
い
。

ω
J
P色。曲司
4
・
切
即
興
問
。

(54e-F・
戸
田
回
H
n
v・
岡
田
岡
・
賃
借
入
は
か
か
る
権
利
の
確
認
を
裁
判
所
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

o
J問。
S肉
4
・

E
z
a

cmvag白
Hvg胃
E
8・
F
S・・
[
M
8
8
回
。
F
・
H
E・。・
K
F
・

倒

ζ

乙
で
同
意
ハ
許
可
)
に
関
す
る
法
律
問
題
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
法
で
も
同
意
の
形
式
は
原
則
と
し
て
寄
せ
ず
、
験
示
の
同
意
色
認

め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
賃
貸
人
が
譲
受
人
を
譲
渡
人
の
代
り
に
賃
借
入
と
し
て
容
認
し
た
な
ら
ば
、
同
意
の
必
要
を
主
張
す
る
と
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
乙
の
容
認
は
、
占
有
が
譲
受
人
に
与
え
ら
れ
た
と
と
を
賃
貸
人
が
知
り
、
か
つ
反
対
じ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
、
惜
拙
論
き
れ
な
い
。
と

れ
は
重
要
な
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、
譲
受
人
を
容
認
す
る
意
図
が
な
か
っ
た
と
と
巻
事
実
が
一
不
す
場
合
は
、
決
定
的
で
は
な
い
。
回

q
z
g
g自由
4
・

富
。
一
昇

V
E
r
g
s品
。
Q
F
H
C
0
・
(Hga)・、口
K

F

3

・。
8
・
お
凶
・
回
目

-
S品
別

&
5
8・同
v
・旬
N

∞・

つ
ぎ
に
、
同
意
が
書
面
に
よ
る
も
の
と
き
れ
て
い
る
と
き
は
、
賃
貸
人
が
そ
の
必
要
性
を
放
棄
し
な
い
か
ぎ
り
(
昌
己

E
E
4・
国
民
8
M
M
F
吋喜一回

(HS∞)・

0
M
m
o
F
』
0
・
8
白
)
、
口
頭
の
同
意
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

E
o
E
E
8ロ
4
・回

S
E
(同信∞)・
ω
嵐
邑
両
日
・
凶
昆
(
も
っ
と
も
本
件
で
は
、
賃
貸
人
が
賃
借

入
を
ベ
テ
ン
に
か
け
る
た
め
に
口
頭
の
同
意
を
し
た
と
い
う
の
で
、
衡
平
法
上
の
教
済
が
与
え
ら
れ
た
J

同
意
の
効
力
は
、
当
該
の
譲
渡
・
転
貸
に
の
み
及
び
、
一
度
同
意
を
与
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
よ
り
以
後
の
譲
渡
・
転
貸
ま
で
自
由
に
な
る
の

で
は
な
い
。
乙
の
点
に
関
し
て
は
、
コ
モ
ン
・
ロ

l
上
は
り
ロ
自
明
。
叱
由
。

8
0
(回目
o
e
l
l
-
-条
件
と
は
完
全
な
分
割
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

一
度
権
限
の
あ
る
も
の
が
、
条
件
が
遵
守
さ
れ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
を
許
し
た
な
ら
ば
、
以
後
そ
の
条
件
の
履
行
を
求
め
る
と
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い

う
理
論

l
lの
適
用
さ
れ
る
結
果
、
無
断
譲
渡
禁
止
約
款
の
あ
る
場
合
、
一
度
賃
貸
人
が
譲
渡
を
許
す
と
、
そ
の
後
の
譲
渡
を
と
め
る
権
利
は
失
わ
れ
、

ま
た
共
同
賃
借
入
の
一
人
に
同
意
が
与
え
ら
れ
る
と
、
他
の
も
の
も
自
由
に
な
り
、
ま
た
土
地
の
一
部
に
つ
き
譲
渡
が
許
さ
れ
る
と
、
土
地
全
体
が
自
由

、
A 

- 68ー



" 

ペ

/ 

←) 

に
な
る
。
仇
か
る
不
合
理
な
法
理
は
、
同
L

担
当
。
片
岡
u
g官
界
司

h
r
g叩
E

g

g
け
〉
2
・
H
∞
g
-
阻

-
H
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
現
在
は
、
F
P毛
色
MVHd宮吋許可

h
F
2
・
H
S
-
回
・

5
[包
E
5
3
.
2
S
E
E
-
4
8
]
が
そ
れ
を
う
け
つ
い
で
い
る
。

賃
借
権
の
売
買
に
さ
い
し
、
賃
貸
人
の
同
意
を
う
る
の
は
、
売
主
の
義
務
で
あ
る
o
F
F河
島

4
・
。
江
田
唱
曲
(
H
∞
お
)
・
明
吋
E
E
-
M
S
・
売
主
が
そ
れ
に
失

敗
し
た
と
き
は
、
契
約
の
履
行
を
強
制
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
の
み
な
ら
ず
、
買
主
に
契
約
不
成
立
に
よ
る
損
害
賠
償
を
す
る
義
務
が
あ
る
。

oa-4・

m
E
包
@
g
ロ
[
窃
怠
]
問
。
F
白
N
0
・
。
・
h
r
・
し
か
し
売
主
は
同
意
を
う
る
た
め
に
訴
訟
を
提
起
す
る
義
務
は
な
い
。
F
S
B
田

5
4・
出
向
。
伊
豆
F
C司
(
同
∞
g
r

印。p
h
F
℃
同
Y

A

F

山田町・

同
乙
の
点
に
関
心
、
賃
貸
人
は
富
田
宮
ロ
S
Z
。

S
晶
B
8
G
E
E
-
冊
目
】

8
8ロ
へ
の
譲
渡
に
対
す
る
同
意
を
垣
ま
な
い
と
い
う
合
意
の
あ
っ
た
場
合
、

Z
O
i
-
-
@
旬
・
は
次
の
ご
と
く
説
明
し
て
い
る
。
「
約
款
の
下
で
、
賃
貸
人
が
同
意
を
恒
む
と
と
に
よ
っ
て
譲
渡
を
妨
げ
る
権
能
を
も
た
な
い
場
合
に
、
そ

の
同
意
を
求
め
る
乙
と
は
明
ら
か
に
単
な
あ
形
式
に
す
ぎ
な
い
。
譲
受
人
が

Z
曲
宮
口
g
Z
申
告
品
5
8
0
出
回
目
Z
O
匂

m
w
g
o
ロ
で
あ
る
場
合
は
、
賃
貸
人
が

同
意
を
与
え
よ
う
と
与
え
ま
い
と
問
題
で
は
な
い
。
し
か
し
諸
ケ
l
ス
に
よ
れ
ば
、
一
方
:
:
・
:
:
賃
貸
人
が
関
わ
れ
て
同
意
を
垣
ん
だ
と
き
は
、
賃
借
入

は
賃
貸
借
上
の
権
利
を
保
有
す
る
。
し
か
し
、
も
し
賃
貸
人
が
関
わ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
同
意
を
与
え
る
ζ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
ー
ー
そ
の
同
意
を
彼

は
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
要
求
き
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
距
ん
で
も
効
力
が
な
い
の
だ
が

!
i賃
借
入
の
全
財
産
は
賃
貸
人
の
財
産
と
な
る
。
か
か
る

小
き
な
全
く
ど
う
で
も
よ
い
よ
う
な
事
柄
が
か
か
る
差
異
を
生
ず
る
と
と
は
、
た
し
か
に
奇
妙
に
見
え
る
。
し
か
し
法
律
は
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
3

」

F
@司
Z
F
ロ
品
険
己
@
ロ
σ吋
(
回
虫
5
r
F
S
・

4
・
旬
。
同
四
P
[
同
由
】
白
鳥
]
回
。
F
4
∞
臼
・
4
∞
閉
山
ロ
一
件
。
晶

V
凶
刊
の
u
g
E
司
P
M
M
・
H
4
M
F

不動産賃借権の譲渡・転貸の自由性について

こ
こ
で
最
も
重
要
な
問
題
は
、
如
何
な
る
場
合
に
拒
絶
に
対
す
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
さ
れ
る
か
、

(3) 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
た
め
の
基
準
を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
、

同
意
を
拒
む
た
め
の
相
当
な
理
由
は
「
譲
受
人
の
人
格
(
℃

26

5佐
々
)
か
、
不
動
産
の
目
論
ま
れ
た
使
用
ま
た
は
占
有
」
に
関
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
ベ
バ
。
こ
の
見
解
が
現
在
も
拘
束
力
を

有
す
る
か
に
つ
き
争
が
あ
る
が
、

ト
ム
リ
ジ
(
吋
。
B
ロ
ロ
)
判
事
は
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
相
当
か
否
か
は
抽
象
的
思
考
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
特
別
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
具

体
的
に
決
す
る
外
な
い
と
忠
わ
れ
る
。

そ
こ
で
判
例
に
お
い
て
、
如
何
な
る
場
合
に
拒
絶
が
相
当
で
あ
る
と
さ
れ
、
あ
る
い
は
相
当
で
な
い
と
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
例
示
的

6 
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に
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

¥ 

論

ま
ず
拒
絶
が
相
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
例
と
し
て
、
賃
貸
人
が
譲
受
人
に
対
し
何
等
か
の
人
格
的
・
財
政
的
理
由
で
異
議
を
も
っ
場
匂

譲
受
人
の
意
図
し
て
い
る
賃
借
物
の
使
用
が
賃
借
不
動
産
ま
た
は
賃
貸
人
の
他
の
財
直
に
対
し
損
害
を
及
ぼ
し
た
一
円
、
あ
る
い
は
譲
受
人

の
使
用
目
的
が
賃
借
権
設
定
の
と
き
の
目
的
と
異
な
る
場
合
、
議
、
渡
に
よ
り
法
定
賃
借
権
(
凹

zzg弓
同

g
g
q
)
曹
を
発
生
せ
し
め
る
場

合
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

つ
ま
に
拒
絶
が
相
当
で
な
い
と
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
譲
渡
・
転
貸
の
同
意
の
代
償
と
し
て
権
利
金
(
出
口
巾
)
の
支
払
を
要
求
し
、
そ
れ

が
払
わ
れ
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
同
意
を
拒
絶
す
る
場
合
の
ほ
か
、
一
般
に
賃
貸
人
が
何
等
か
の
利
益
を
う
る
た
め
に
同
意
を
拒
む
場

合
で
賃
貸
人
が
譲
受
人
や
転
借
入
に
対
し
本
来
の
賃
貸
借
契
約
に
存
し
な
か
っ
た
新
し
い
条
項
を
強
制
す
る
た
め
に
同
意
を
拒
む
場
制

同
意
を
与
え
る
代
り
に
各
種
の
条
件
を
つ
け
る
場
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
他
、ω

国
od宿
命
吋
回

2
・
h
W
9
4・
E
V
V
m
r
[
H
S
s
o
u
-
m
d・
乙
の
ケ
l
ス
で
は
、
賃
貸
人
が
黒
地
(
回

gnW25)
を
X
に
、
白
地

(
d
E
5
0
2
)
を

Y
に
貸
し
て
い
た
が
、

X
が
Y
K
黒
地
の
賃
借
権
を
譲
渡
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
、

Y
が
白
地
の
賃
貸
借
を
終
了
き
せ
る
と
と
を
お
そ
れ
て
、
賃
貸
人
が

同
意
を
担
ん
だ
ζ

と
が
相
当
で
な
い
と
さ
れ
た
。

ωζ
の
見
解
は
、

p
a巾問国-司

4・
図
胆

z
o
a
-
[
H
S
S
P
。・

4N
の
。
v
Z誌
で

H
b
a
u
s
a
-ロ
と

v
o
a
F
E
S
O『
申
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た

が
、
後
に
お
い
て
も
。

8
5
a
h
F
M
V一切
8
7ぜ
依
然
拘
束
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ω司
8
8
n
4・吋
O
B
S
-
[
H
E
8
2・
H
8・
ハ
事
実

κ
つ
い
て
は
後

註
別
参
照
)
回
目
ロ
胆
昆
官
官

MgwMY
明

8
(】)
u
d
司
。
邑
同
白
戸
田

M・
8
U
(回
)
・
し
か
し

g
a号
9
同

y
H
4
H
K
よ
れ
ば
、
乙
の
見
解
は
現
在
拘
束
力
が
な

い
と
さ
、
れ
て
い
る
。

同
国
。
ロ

5
3
凶

g
p
h
r
p・
4・
E
V
E
-
E胃
P
句

-E-
宮
司
巧

E

E肉
g
u
r
p
し
た
が
っ
て
賃
貸
人
が
譲
渡
を
拒
絶
す
る
に
は
、
田

8
冊、

E
F

g
E
8
2
a凶
S
E
E
s
g
g
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
、
は
っ
き
り
し
な
い
基
準
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

。
訟
込
ユ

F
切
-
H
4
A
F

な
お
自
信
自
島
初

a
g
g
も
調
。
邑
宮
口
も
判
例
を
カ
-
ス
イ
ス
テ
イ
V

ク
に
並
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

、、
♂ 
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不動産賃借権の譲渡・転貸の自由性について

1 

ヰ::.)

附
譲
受
人
の
身
元
保
証
(
志
向
巾

g
ロ
白
血
)
げ
か
不
満
足
な
場
合
に
つ
き
、
留

g
q
4・
4弓
脚
昆
(
岡
田

H帥
)MU
寸

-r
別・

4HP
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
ユ
ダ
ヤ

λ
に
対
す
る
譲
渡
の
痘
絶
が
相
当
で
あ
る
と
ぎ
れ
た
が
(
定
巴
品
色

4・。
2
8
5
P
[
H
E
N
]
戸
周
・

5)、
乙
れ
を

d
E
S品
目
国
立
個
目
・
に
適
用
で
き

る
か
は
疑
問
。
調
。

apHFMM・
8
H・
外
国
人
A

の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
賃
貸
借
の
目
的
物
が
特
約
酒
場

(tawHHEw-Fogs
で
あ
り
、
外
国
人
が
そ

こ
に
往
む
意
思
が
な
い
た
め
、
営
業
の
価
値
が
低
下
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
、
担
絶
は
相
当
と
き
れ
た
が
(
窓
口

Z
4・
。

E
5
8
切
5
4
4
m
a
p
-
-

[
H
S
S
N
Q
F
窃
)
、
こ
れ
に
対
し
、
訴
訟
上
外
交
官
と
し
て
の
特
権
を
有
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
外
国
の
外
交
官
へ
の
譲
渡
を
担
絶
し
た
の
は
、

相
当
で
な
い
と
さ
れ
た
。
可
詰

-rna一
4・切
O
問問。

P[SAF4]
閃
・
切

-
E
a・

法
人
へ
の
譲
渡
は
原
則
と
し
て
桓
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
約
款
に
よ
り
、
譲
受
人
は

g
田
宮
ロ

g
Z冊
目
白
可
申
告

DEs-m
切
2
8ロ
で
あ

る
ζ

と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
株
式
会
社
も
か
か
る
人
で
あ
り
う
る
と
さ
れ
た
。

4
5己
目

o
Z
4・
F
o
z。
ロ
初
。
包
の
向
。
。
・
・

va--[岡田
HC]M

C
F
g閉・。
-
P
も
っ
と
も
、
賃
借
権
の
性
質
上
、
個
人
に
よ
り
保
有
さ
れ
る
べ
き
場
合
は
乙
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
た
と
え
ば
、
賃
借
入
で
あ
る
ホ
テ
ル

か
ら
ピ

l
ル
会
社
へ
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
約
款
に
よ
り
賃
借
入
が
自
ら
居
住
し
営
業
を
営
む
義
務
が
あ
る
と
き
は
、
か
か
る
譲
渡
を
痘
む
ζ

と

が
で
き
る
。
[
『

SFng曹
司
-
H
5
2・
[Hg∞]H
。
F
H
0・

間
切
岡
山

edg--
一回

gMVMg-4・
司
世
話
W
同時冊一時

FHH品
別

omoa-gN)∞

H
r
別・

8
4・

附
国
首
江
田

o
p
k
g
f
h
F
9・
4・
切

R
8
4
1ロ・
2
2
8
F
G。
z
a
g
吉
田

H)・
8
4戸
別

-
N
S・
た
と
え
ば
、
従
来
は
一
緒
に
保
有
き
れ
て
い
た

ご
つ
の
応
を
別
々
の
賃
借
入
に
占
有
さ
せ
る
と
と
が
、
そ
の
財
産
に
損
害
を
与
え
る
と
い
う
特
別
の
事
情
を
賃
貸
人
が
考
慮
す
る
と
と
は
相
当
で
あ
る
。

町

B
E
S
F民
g
a
o
E々
。
0
・
4・
F。ロ品。ロ

C
C
B
S
R
o
s
-
m
S
F
o
g回ロ
8
a
p・
8
串
・
賃
貸
人
が
入
口
が
一
つ
し
か
な
い
建
物
の
一
部
を

占
有
し
、
他
の
部
分
を
賃
貸
し
て
い
る
場
合
に
、
賃
借
入
に
よ
る
転
貸
を
許
可
す
る
前
に
転
借
入
の
使
用
目
的
を
聞
い
、
前
と
同
様
な
約
款
を
結
ぼ
う
と

す
る
乙
と
は
、
相
当
で
あ
る
。
開
。
問

EF吋
E
Hゐ胆
8
・
切
角
的
色

4・』
S
E
E
ロ
g
m
]
H
C
F
串田町・

師
法
定
賃
借
権
に
つ
い
て
は
後
述
。
た
と
え
ば
、
賃
借
入
で
あ
る
会
社
が
、
賃
貸
借
の
終
了
ま
ぎ
わ
に
、
取
締
役
に
賃
借
権
を
穣
渡
し
た
場
合
。
切

B什

宮
間
主
主
g
h
g
g
ハ
家
賃
統
制
法
)
に
よ
れ
ば
、
会
社
は
そ
の
適
用
を
う
け
な
い
が
、
取
締
役
は
適
用
を
う
け
、
し
た
が
っ
て
賃
貸
借
終
了
後
も
法
定

賃
借
入
と
じ
て
明
渡
を
痘
む
ζ

と
が
で
き
る
の
で
偽
そ
れ
に
対
す
る
痘
絶
は
相
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

F
8
4・
。
旬

gnFa--
ロE
S
H
関・

卯
叙
・
家
貨
統
制
法
の
適
用
を
う
け
て
い
る
建
物
の
賃
借
入
で
、
自
ら
占
有
せ
ず
、
ま
た
そ
ど
に
戻
る
意
思
の
な
い
も
の
が
、
賃
貸
借
終

7
の
十
一
一
目
前

に
譲
渡
の
申
出
を
し
た
と
き
も
同
様
、
担
絶
は
相
当
で
あ
る
。

md司
a
g
U
4・吋
2
8
P
E官
同
「
し
か
し
一
般
的
に
は
、
賃
貸
人
が
自
ら
賃
借
物
を
占
有

す
る
た
め
に
譲
渡
を
お
絶
す
る
と
と
は
、
相
当
で
な
い
と
き
れ
て
い
る
。

E
5
4・
E
S
E
E
S
E
g
]
N
P
切
i
E
H・
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¥ 

説

刷

F世d
『
。
片
岡

v
g宮
ユ

M可
hva-H担
額
・
田

-
E品
[
悶
。
同
胆
戸
田
吉
弓

w回
伊

s
a
g
-
4勾
]
に
よ
れ
ば
、
賃
貸
人
は
同
意
に
関
し
て
権
利
金
目
白
血
を
請
求
で
き

な
い
。
た
だ
し
、
契
約
に
お
い
て
明
示
の
特
約
の
あ
る
と
き
は
乙
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
乙
の
権
利
金
を
払
わ
な
い
た
め
に
同
意
が
担
ま
れ
た
と
き
は
、
賃

借
入
は
自
由

κ賃
借
権
を
譲
渡
す
る
権
利
を
取
得
す
る
。
じ
か
し
賃
借
入
が
文
句
を
い
わ
ず
に
権
利
金
を
払
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
違
法
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
返
還
を
鵡
求
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
な
お

mg
の
定
義
に
つ
き
伊
包
朗
自
法
[
回
世

E
E
3・
EO]
に
お
い
て
、

4
E由
之
官
色
邑

8

胆
匂

g
g
E
B
S
な
吋
品
目
公
(
い
ず
れ
も
権
利
金
と
訳
さ
れ
て
い
る

)
g晶
富
山
、
宮
司

5
8
F
S
E
E
2州
w
a
s
-
s
z
g宮
山
口
与
弘

W
E
g
g
え
曲

目ロ
9
同
包
括

g
z
g
o『
同
0
3包
同
?
と
あ
り
、
脱
法
手
段
を
防
と
う
と
し
て
い
る
。

倒
た
と
え
ば
賃
借
権
を
放
棄
き
せ
る
た
め

o
F
S
g世
E

4・
旨
ロ
炉
同
笹
口
司

(HE8・
r
別
・
旬
開
G
・
4怠
U

切

E
8
4・
u。
E
5
8
P
E官
H
F

譲
受
人
が

/
同
一
賃
貸
人
の
下
に
あ
る
他
の
不
動
産
の
賃
借
権
を
放
棄
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
た
め
。
同

E
E
2
甲
g
h
w
p・
4・
E
V
E
-
国
高

g-

附
転
貸
借
の
残
存
期
間
に
対
し
、
不
動
産
の
使
用
を
制
限
す
る
新
し
い
条
項
を
強
要
し
よ
う
と
試
み
た
場
合
。
句
吋
冊
目
ぽ
吋

E
m
F
r
s・
4
・

P
B即日宮・

g
g
a
g
E自
S
O一向
E
Z
4円
V
B可
8
・
E
P
(
H
U
E・
8
F
F
』

p
伺

8
・
ま
た
前
掲
の
沼
田
国

4・
p
g
o回
国

844AwqC0・
HLS-EMMg
に
お
い

て
、
居
住
ま
た
は
営
業
を
自
ら
営
む
と
い
う
条
件
を
課
す
る
と
と
の
で
き
な
か
っ
た
賃
貸
借
に
お
い
て
、
譲
受
人
が
居
住
し
、
自
ら
営
業
を
営
む
意
思
が

江
い
と
い
う
と
と
を
理
由
と
す
る
担
絶
は
、
相
当
で
な
い
と
さ
れ
た
。
ハ
結
局
、
本
件
で
は
恒
絶
は
不
相
当
と
さ
れ
た

J

回
転
借
入
に
対
し
、
賃
料
支
払
約
款
を
賃
貸
人
と
直
接
に
結
ぶ
と
と
を
要
求
し
た
場
合
に
は
、
た
と
え
も
と
の
賃
貸
借
と
転
貸
借
の
賃
料
が
同
一
で
あ
っ

て
も
、
相
当
で
な
い
。

E
民。

E
4・
関
自
由
宮
君
。
回
の
需
品
包
田
区

g
a
o
g
w
E
P
(
H也
豊
島

U
H
r
別
-
M
申
譲
受
人
が
妻
に
再
譲
渡
し
よ
う
と
す
る

の
に
対
し
、
夫
が
今
後
と
も
賃
料
を
支
払
い
、
約
款
上
の
義
務
を
遂
行
す
る
と
い
う
条
件
以
外
で
は
許
可
を
痘
絶
す
る
場
合
も
同
様
。
型
自
由

4
・

Z
4

ロS
S
H

。ph閉
ド
そ
の
他
、
賃
貸
人
が
す
べ
て
の
税
を
払
っ
て
い
る
賃
貸
借
に
お
い
て
、
も
し
譲
渡
に
よ
り
課
税
見
積
価
格
が
増
え
た
場
合
は
、
賃
借

入
か
譲
受
人
が
そ
の
増
加
分
を
賃
貸
人
に
支
払
う
べ
き
条
件
を
つ
け
た
場
合
に
つ
き
、
J
円

O
E
Z
4・
E
z
a
の
世
邑

g
出

回

M
g胃
E

F
由回目
V
H
F
-

ホ
テ
ル

か
ら
ピ

l
ル
会
社
へ
の
譲
渡
に
お
い
て
、
そ
の
譲
渡
に
よ
り
賃
借
物
の
価
値
が
低
下
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
賃
貸
人
が
許
可
の
条
件
と
し
て
ご
五
ポ

ン
ド
の
値
上
を
要
求
し
た
場
合
に
つ
き
、

ι『
巾
向

M
W吉
岡
田

4
・
M
M

巴

g
口
史
詩
]

N

。
F
M
M
也
(
な
お
註
凶
の
ケ
l
ス
は
本
件
の
控
訴
事
件
で
あ
る
。
)
。

論

(剛

法
定
借
家
権
(
田

S
Z件。
q
g
Eロ
ミ
)
の
譲
渡
性

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
第
一
次
大
戦
中
よ
り
、
住
宅
難
に
対
処
す
る
た
め
に
多
く
の
借
家
特
別
立
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、

と
く
に
コ

モ
シ
・
ロ

l
上
の
賃
貸
借
関
係
終
了
後
の
借
家
人
を
法
定
借
家
人
(
凹

Z
E
Z弓
Z
S己
)
と
し
て
保
護
し
、
従
来
の
居
住
の
継
続
を
認
め
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大

"ラ

た
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
法
定
借
家
権
は
純
粋
に
個
人
的
な
権
利
で
あ
り
、
そ
の
譲
渡
性
は
著
じ
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

賃
借
権
の
譲
渡
お
よ
び
全
部
の
転
貸
は
認
め
ら
れ
ず
、
た
だ
元
来
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
転
貸
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
一
部

の
転
貸
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
ブ
ラ

γ
ス
法
に
お
け
る
占
有
維
持
者
の
地
位
と
同
様
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て

は
、
契
約
上
の
借
家
権
の
譲
渡
性
を
も
制
限
し
よ
う
と
す
る
立
法
は
存
し
な
い
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

約

ω
そ
の
大
様
に
つ
き
、
幾
代
通
、
居
住
権
に
関
す
る
比
較
法
的
研
究
、
第
二
章
イ
ギ
リ
ス
法
、
法
曹
時
報
四
巻
二
号
四
八
頁
参
照
。

凶

閃

8
4
8
4・

u
gロロ
S
S
H
閃・

ω-gm-

同
同
0
0
0
4
・剛

wggH[HS∞
]
回
開
・
∞
・
ロ
4
・
全
部
の
転
貸
は
一
度
に
行
わ
れ
る
と
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
く
り
か
え
し
行
わ
れ
る
と
を
関
わ
な
い
。
ぃ

ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
に
よ
り
法
定
借
家
人
は
占
有
を
失
う
が
、
法
定
借
家
権
は
借
家
人
が
占
有
を
維
持
し
て
い
る
か
ぎ
り
存
す
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
別
品
ロ
仲
宿
ぽ
翼
民
O
E
O回
目
)
h
F
O
A
F
-
H由
M
W
0

・由・
H
明

(H)
・

不動産賃借権の譲渡・転貸の自由性について

四

比

較

法

の

総

括

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
、
近
代
私
法
体
系
を
代
表
す
る
独
仏
英
三
国
に
お
け
る
、
不
動
産
賃
借
権
の
譲
渡
性
に
つ
い
て
の
規
定
を
比
較

絞
述
し
て
き
た
が

日
本
法
の
場
合
の
検
討
に
入
る
前
に

こ
れ
ま
で
な
し
て
き
た
こ
と
を
総
括
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

H 

わ
れ
わ
れ
の
テ

1
マ
は
、
賃
借
権
の
譲
渡
性
が
各
法
体
系
に
お
い
て
、
如
何
な
る
形
で
、

ど
の
程
度
認
め
ら
れ
て
い
る
か
乞
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
そ
の
中
心
は
、
賃
借
権
の
譲
渡
・
転
貸
が
賃
貸
人
の
承
諾
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
賃
貸
人
は
承
諾
を
拒

絶
す
る
絶
対
的
な
自
由
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
か

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
わ
が
実
定
法
は
、
後
述
す
る
ご
と
く
、

か
か
る
承
諾
の
自
由

性
を
前
提
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
下
に
お
け
る
不
当
な
結
果
の
発
生
は
、
最
近
の
多
く
の
事
例
の
示
す
と
こ
ろ
で
み
め
る
。
そ

し
て
、
と
れ
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
判
例
・
学
説
の
努
力
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
本
稿
も
ま
た
比
較
法
の
立
場
か
ら
、

こ
の
問
題
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に
対
す
る
解
釈
論
と
立
法
論
に
、

こ
の
中
心
的
問
題
に
対
す
る
比
較
法
の
解
答
は
、

は
っ
き
り
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
独
仏
英
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
無
断
譲
渡

一
つ
の
資
料
を
提
供
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

論

転
貸
の
許
き
れ
な
い
場
合
に
も
、
賃
貸
人
は
「
重
要
な
」
「
正
当
な
」
「
相
当
な
」
理
由
が
な
い
か
ぎ
り
、
賃
借
入
に
よ
る
賃
借
権
の
譲
渡

転
貸
を
拒
む
と
と
が
で
き
な
い
と
い
う
テ
ー
ゼ
が
、
実
定
法
上
に
確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、

同
様
に
妥
当
し
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
の
で
、
比
較
法
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
一
般
的
法
規
範
と
い
F

う
こ
と

こ
こ
で
は
と
り
あ
げ

な
か
っ
た
法
制
に
お
い
て
も
、

も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
下
に
お
け
る
解
釈
論
は
再
検
討
の
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

し
た
が
っ
て
、

日
本
民
法
の
規
定
と
、

次
回
に
そ
れ
を
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

ω
ア
メ
リ
カ
法
は
イ
ギ
リ
ス
法
と
ほ
ぼ
両
様
で
あ
る
。
金
山
正
信
「
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
賃
借
権
の
譲
渡
L

民
商
法
三
六
巻
一
号
、
と
く
に
九
頁
。
ス

イ
ス
債
務
法
二
六
四
条
一
項
は
「
賃
貸
人
に
対
す
る
不
利
益
な
変
更
を
も
た
ら
さ
な
い
か
ぎ
り
、
賃
借
入
は
賃
借
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
転
貸
し
、
ま

た
は
賃
借
績
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
・
る
己
と
規
定
す
る
が
、
乙
れ
こ
そ
か
か
る
テ
ー
ゼ
を
民
法
典
上
に
簡
潔
に
表
現
し
た
も
の
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
イ
タ
リ
ヤ
民
法
一
五
九
四
条
一
項
は
「
賃
借
入
は
反
対
の
合
意
の
な
い
か
ぎ
り
、
賃
借
物
を
転
貸
す
る
と
と
が
で
き
る
が
、
賃

貸
人
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
賃
借
権

(gm可
魯
件
。
)
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
L

と
規
定
す
る
た
め
、
そ
の
下
で
の
学
説
・
判
例
を
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
研
究
は
他
日
に
ゆ
ず
ら
ぎ
る
を
え
な
い
。

f

同)

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
こ
と
が
一
応
妥
当
す
る
と
し
て
も
、

ま
だ
問
題
は
残
る
で
あ
ろ
う
。
比
較
法
を
や
る
場
合
に
、

一
つ
の

ま
た
社
会
的
背
景
を
考
慮
せ
ず
に
、
比
較
す
る
こ
と
の
無
意
味
さ
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と

制
度
を
、
全
体
の
法
体
系
と
関
連
な
し
に
、

で
あ
る
。

と
の
点
で
は
、
実
は
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
は
十
分
な
自
信
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

を
で
き
る
か
ぎ
り
意
味
あ
ら
し
め
る
た
め
に
、
以
下
こ
の
観
点
か
ら
、
若
干
の
憶
測
を
加
え
な
が
ら
、
総
括
を
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
無
断
譲
渡
・
転
貸
が
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
正
当
な
理
由
の
な
い
場
合
に
賃
貸
人
は
同
意
を
拒
む
と
と
が
で
き
な

こ
れ
ま
で
の
比
較
研
究
の
成
果

(1) 1 

.'.-
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と
も
ブ
ラ
シ
ス
法
と
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
、
借
家
関
係
に
つ
い
て
も
、
賃
借
入
は
質
貸
人
の
同
意
な
く
自
由
に
譲
渡
・
転
貸
で
き
る

こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
し
か
し
現
実
に
は
無
断
譲
渡
・
転
貸
禁
止
約
款
が
合
意
さ
れ
る
の
が
通
常
の
た
め
、
ド
イ
ツ
法
と
区
別
ナ

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
わ
が
国
の
学
者
の
中
に
、
単
に
コ
モ
シ
・
ロ
ー
ま
た
は
ゴ

l
ド

-
v
v
ビ
ル
の
法
則
の
み
を

川
と
り
あ
げ
、
英
仏
法
に
お
け
る
賃
借
権
の
譲
渡
自
由
性
を
ド
イ
ツ
法
に
く
ら
べ
て
論
ず
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
賛
成
で
き
な

っE
 
性由由同の貸転渡譲の

『

e

権借ー賃度、動
、
J

木

‘j 

ぃ
、
と
い
う
法
規
範
の
適
用
範
囲
(
社
会
的
重
要
性
)
が
問
題
と
な
る
。
も
し
譲
渡
・
転
貸
が
絶
対
的
に
禁
止
さ
れ
た
り
、

あ
る
い
は
絶

対
的
に
自
由
な
場
合
が
一
般
的
で
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
の
法
相
次
範
の
実
際
上
の
意
味
は
必
ず
し
も
大
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
比
較
の
対
象
と
し
て
の
不
動
産
賃
借
権
と
し
て
、
と
く
に
借
家
関
係
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
。
建
物
所

有
を
目
的
と
す
る
賃
借
権
に
つ
い
て
は
、
比
較
す
べ
き
も
の
が
少
な
く
、
ま
た
農
地
賃
借
権
に
つ
い
て
は
、
他
に
考
慮
す
べ
き
点
が
多
い

上
述
の
法
規
範
は
借
家
関
係
に
つ
き
一
般
的
に
妥
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
つ

こ
の
点
に
関
し
、

の
で
、
簡
単
に
ふ
れ
る
に
と
ど
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、

的

ぃ
。
強
い
て
三
国
の
聞
の
差
異
を
い
う
な
ら
ば
、
上
述
の
法
規
範
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
当
事
者
聞
の
約
款
と
し
て
作
り
だ
さ
れ
、

ブ
ラ
シ
ス
に
お
い
て
は
判
例
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
立
法
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
点
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
比
較
法
の
成
果
た
る
こ
の
法
規
範
を
わ
が
国
に
お
い
て
採
用
す
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
適
用
範
囲
は
借
家
関
係
に
限
る
こ
と
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
借
家
関
係
は
、

そ
の
建
築
構
造
に
お
い
て
も
、
人
間
関
係
に
お
い
て

し
か
し
こ
こ
で
、

も
、
日
本
の
そ
れ
と
は
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
無
視
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
異
論
が
当
然
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
勿
論
そ
れ
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
如
何
な
る
場
合
に
正
当
な
理
由
あ
り
と
さ
れ
る
か
と
い
う
こ

と
院
関
す
る
判
例
の
検
討
か
ら
、
彼
我
共
通
の
問
題
が
多
い
こ
と
も
ま
た
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
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譲
受
人
・
転
借
入
の
人
格
的
経
済
的
信
用
性
や
賃
借
物
の
使
用
態
様
や
目
的
が
つ
ね
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

者
の
比
較
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
い
「

こ
の
点
で
、
両

論

他
方
、

わ
れ
わ
れ
の
見
聞
す
る
と
と
ろ
に
よ
る
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
近
時
新
築
家
屋
の
借
家
契
約
の
結
ぼ
れ
る
場
合
は
、

に
多
額
の
権
利
金
を
お
さ
め
(
経
済
的
に
は
建
築
費
の
分
担
を
意
味
す
る
)
、

期
間
も
長
期
に
わ
た
り
、

財
産
権
と
し
て
の
色
彩
が
強
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
借
家
権
は
実
質
的
に
は
か
え
っ
て
わ
が
借
地
権
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
え
る
。

わ
が
借
地
権
の
解
釈
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
所
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も

そ
唱
の
か
ぎ
り
で
は
、

上
述
の
法
規
範
は
、

借
地
権
に
つ
い
て
も
民
法
六
二
一
条
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
前
提
を
と
る
以
上
は
、
借
家
に
つ
い
て
妥
当
す
る
こ
と
は
、

よ
り
借
地
に
つ

い
て
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

(
も
っ
と
も
、

立
法
論
と
し
て
、
借
地
権
も
物
権
と
し
、
特
約
に
よ
る
譲
渡
制
限

を
認
め
な
い
と
す
る
こ
と
に
、

わ
れ
わ
れ
は
異
存
が
な
い

J

ω
ド
イ
ツ
法
で
は
、
借
地
は
地
上
権
回
号

E
5
2
E
の
設
定
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
る
が
、

ζ

れ
は
物
権
の
た
め
、
譲
渡
の
自
由
は
絶
対
的
K
保
障
さ

れ
て
い
る
。
地
上
権
法
第
一
条
。
イ
ギ
リ
ス
法
の

σ
a
E目
的

-sg
は
わ
が
借
地
権
と
類
似
す
る
点
が
あ
り
、
普
通
の
賃
借
権
よ
り
譲
渡
性
が
強
い
が

ハ
六
七
頁
参
照
)
、
賃
貸
借
終
了
後
、
建
物
の
所
有
権
は
賃
貸
人
の
も
の
に
な
る
等
、
同
一
に
論
ず
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

側
近
時
、
我
妻
先
生
が
賃
貸
借
法
の
比
較
研
究
の
必
要
性
を
力
説
し
て
い
る
点
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
「
賃
貸
借
法
概
説
」
法
律
時
報
二
九
巻
三
号
、
「
契

約
各
論
」
三
八
五
頁
以
下
。

(2) 

つ
ぎ
に
、
賃
借
権
の
譲
渡
お
よ
び
転
貸
が
そ
れ
ぞ
れ
の
法
体
系
に
お
い
て
占
め
る
地
位
や
、

さ
ら
に
は
用
語
の
意
味
を
比
較
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
れ
ら
の
点
に
差
異
が
あ
る
場
合
に
は
、
譲
渡
性
の
範
囲
も
自
ら
異
な
る
と
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

点
は
一
応
注
意
し
な
が
ら
叙
述
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

j 
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ま
ず
、
不
動
産
賃
借
権
の
法
的
性
質
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
Q

大
陸
法
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
今
日
で
は
物
権
化
さ
れ
た
債
権
で
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
物
権
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
な
お
特
約
に
よ
る
譲
渡
の
制
限
は
可
能
で
あ
り
、
譲
渡
性
の
問
題
に
関
す
る
か
ぎ

り
で
は

日
本
法
を
ふ
く
め
て
、

そ
の
聞
の
差
異
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
。

こ
れ
ら
三
法
制
の
聞
に
実
質
的
な
差
異
は
な
い
が
、

は
消
滅
し
な
い
と
い
う
理
論
構
成
を
と
っ
て
お
り
、

賃
借
権
の
譲
渡
の
概
念
に
つ
い
て
も

一
般
に
譲
渡
後
も
も
と
の
賃
借
人
の
責
任

こ
の
点
、
譲
渡
後
、
賃
借
入
は
賃
貸
借
関
係
よ
り
脱
退
す
る
も
の
と
す
る
日
本
法
と

異
な
っ
て
い
る
。

日
本
法
の
建
前
は
、
譲
渡
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
一
つ
の
ブ
レ
ー
キ
に
な
る
。
解
釈
お
よ
び
立
法
に
と
っ
て
の

一
つ
の
問
題
で
あ
る
。

佐二)

転
貸
の
概
念
は
、
本
来
幅
の
広
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
転
貸
の
成
立
す
る
場
合
を
制
限
す
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
譲
渡
性
が
広
く
認
め
ら

不動産賃借権の譲渡・転貸の自由性について

れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
解
釈
の
必
要
性
は
、

正
当
な
理
由
の
あ
る
転
貸
の
認
め
ら
れ
て
い
る
諸
国
に
お
い
て
は
、

わ
が
国
ほ
ど
存
在

し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
譲
渡
お
よ
び
転
貸
と
な
る
場
合
を
狭
く
解
し
、

そ
れ
だ
け
譲
渡
性
を
広

く
認
め
て
い
る
点
は
、
特
色
と
い
え
る
。

賃
借
権
の
移
転
の
制
限
に
つ
い
て
、
譲
渡
と
転
貸
を
と
く
に
区
別
し
な
い
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ド
イ
ツ
で
は
学
説
判
例

は
両
者
を
同
一
に
扱
う
よ
う
に
し
て
お
り
、

ブ
ラ
シ
ス
民
法
典
は
両
者
を
区
別
せ
ず
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
両
方
と
も
制
限
す
る
約
款
の
存
す

る
の
が
通
常
で
あ
る
。
し
か
し
近
時
の
傾
向
と
し
て
、
譲
渡
は
制
限
す
る
も
、
転
貸
な
か
ん
ず
く
一
部
転
貸
を
自
由
に
認
め
よ
う
と
す
る

(
イ
タ
リ
ヤ
民
法
、

第
二
次
大
戦
後
の
ブ
ラ
シ
ス
借
家
法
典

立
法
の
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
ζ

と
が
注
目
さ
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

法
定
借
家
権
)
こ
れ
ら
は
、
最
近
の
住
宅
難
と
関
係
す
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
借
家
法
の
保
障
す
る
の
は
、
財
産
権
で
は
な
く

と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
居
住
用
賃
借
権
と
い
え
ど
も
、
現
在
は
、
財
産
権
的
面
と
居
住
権
的

て
、
居
住
権
で
は
な
い
か
、

一一一一司時一・司圃咽
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面
と
両
方
の
面
を
も
っ
て
お
り
、
賃
借
権
の
譲
渡
を
否
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
英
仏
に
お
い
て
譲
渡
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
い

る
の
は
、
a

賃
貸
借
終
了
後
な
お
特
別
法
に
よ
っ
て
保
護
を
う
け
る
借
家
人
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、

ま
さ
に
居
住
権
と
考
え
る
べ
き

論

で
あ
ろ
う
。
(
も
っ
と
も
、

わ
が
国
に
お
け
る
単
な
る
居
住
用
賃
借
権
は
譲
渡
性
が
乏
し
い
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
)
お
そ
ら
く
問
題
は

よ
り
高
次
の
立
場
か
ら
‘
統
一
的
に
把
握
さ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
建
物
賃
借
権
と
し
て
は
、
居
住
用
賃
借
権
の
外
に
営
業
用
賃
借
権
を
区
別
す
る
こ
と
が
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
。

と
く
に
独
仏
で

は
、
特
別
法
が
存
在
し
て
い
る
。
営
業
用
賃
借
権
は
居
住
用
よ
り
譲
渡
を
自
由
に
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、

ブ
ラ
シ
ス
法

以
外
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
(
ド
イ
ツ
で
は
賃
借
入
保
護
法
す
ら
適
用
き
れ
ず
、

イ
ギ
リ
ス
に
も

σ
5宮
町
田
=
回
目
ゆ
曲
目
。
な
る
概
念
は
あ
る

カミ

こ
の
点
で
は
特
別
の
規
定
が
な
い
。
)

解
釈
上
も
、
営
業
用
賃

わ
が
国
で
は

ブ
ラ
シ
ス
法
の
立
場
が
模
範
と
な
る
べ
き
で
あ
り

貸
借
に
つ
い
て
は
正
に
上
述
の
法
規
範
が
適
用
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
貸
貸
入
の
承
諾
が
必
要
だ
と
さ
れ
る
場
合
の
承
諾
の
意
味
も
問
題
に
な
る
。

こ
の
点
、
実
例
を
あ
げ
て
紹
介
し
た
が
、

れ
に
お
い
て
も
黙
示
の
承
諾
が
判
例
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

日
本
法
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

さ
い
ご
に
、
無
断
譲
渡
・
転
貸
を
な
し
た
と
き
の
効
果
の
如
何
も
、

間
接
に
賃
借
権
の
譲
渡
性
に
影
響
を
与
え
る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
い
ず
れ
の
法
制
に
お
い
て
も
、
最
犬
の
制
裁
と
し
て
賃
貸
借
の
解
除
が
認
め
ら
れ
る
。
(
ド
イ
ツ
法
の

k
r
z同
voσ
ロロ
m.

法
の
甘
え

a
z
g
も
実
質
的
に
解
除
と
差
異
は
な
い
。
)
し
か
し
、

イ
ギ
リ
ス

わ
が
国
の
よ
う
に

そ
め
さ
い
無
条
件
に
解
除
権
が
発
生
す
る
と
は

さ
れ
て
お
ら
ず
、

い
ず
れ
も
賃
借
入
の
救
済
の
道
を
考
慮
し
て
い
る
。
わ
が
民
法
六
二
一
条
の
規
定
は
最
悪
で
あ
り
、
各
種
の
解
釈
に
よ

る
制
限
が
必
要
と
な
っ
た
所
以
で
あ
る
。

~. 
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ω
英
独
に
つ
い
て
は
γ

述
べ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
も
同
様
で
、
賃
借
権
の
譲
渡
も
本
来
の
賃
貸
人
と
賃
借
人
と
の
関
係
を
変
更
す
る
こ
と
は
な
く
、
賃
借
入

は
特
約
な
き
か
ぎ
り
、
い
ぜ
ん
賃
料
支
払
そ
の
他
の
義
務
を
免
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
呂
匂

2
マ
図
。
己
目
出
向
申
F

目。・怒∞

4・
虫
世
包
asMHS申
込
-
出
。

-g4・

倒
川
村
泰
啓
「
物
様
化
の
、
市
民
法
的
構
造
と
社
会
法
的
構
造
」
鈴
木
被
弥
「
借
地
借
家
法
の
一
本
化
論
に
つ
い
て
の
一
疑
問
」
い
ず
れ
も
民
商
法
三
六

巻一』一号。

告)

以
上
の
総
括
に
よ
り
、
英
独
仏
三
法
制
の
比
較
考
察
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
一
般
的
法
規
範
と
い
う
べ
き
「
賃
貸
人
は
、

と
い
う
理
論
を
確
立
し
た
が

こ
れ
は
、

出
の
な
い
か
ぎ
り
、

れ
ぞ
れ
の
法
体
系
の
下
で
、
賃
借
権
の
譲
渡
・
転
貸
に
対
す
る
承
諾
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

正
当
な
理

な
か
ん
ず
く
借
家
関
係
に
妥
当
す
る
法
規
範
で
あ
る
と
と
も
に
、
若
干
の
制
限
付
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

と
い
う
結
論
が
導
き
だ
さ
れ
た
。
次
に
は

制

が
借
家
関
係
、

さ
ら
に
は
借
地
関
係
に
お
い
て
も
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
理
論
で
あ
る
、

そ
れ
が
わ
が
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
も
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
論
4

す
る
と
と
に
し
た
い
Q

不動産貸借権の譲渡・転貸の自由性について

、
， 

、4民

州 、、

一一一一ーー-司帽明暗

そわ
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